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地球がちょっと傾いた状態で太陽の周りを回っているために、私たちは
四つの季節を楽しめます。いよいよ秋が勢力を拡大し始めました 「食欲の。
秋 「芸術の秋 「スポーツの秋」などの表現がたくさんあるように、秋の」 」
爽やかさは、私たちを行動的にしてくれます。学校では、そんな秋の特性
を活用して、多くの行事が計画されています。そして、行事を通して 「馬肥ゆる秋」、
のように子どもたちが大きく、たくましく成長してくれることを願っています。

第６５回体育祭、盛大に開催！

秋の行事第一弾 「体育祭」を９月１１日に開催しました。当日は、、
朝の内に雨が降り少々心配しましたが、次第に青空が広がり、全ての
プログラムを予定どおり実施することができました。
開会式での生徒会長 工藤 佑里 さんの挨拶の中に「日本一の体

育祭にしましょう」という言葉がありましたが、各種目や応援、役員
に懸命に取り組む生徒の姿は、正に「日本一」であったと思います。
結果は、優勝は白団、応援賞は何と同点で赤・白の両団となりまし

たが、私としては日本一の生徒たち全員に優勝旗も応援賞旗も渡した
い気持ちで一杯でした。
保護者の皆さまや地域の皆さま、そして来賓の皆さま、子どもたちへの声援や競技へ

の参加、本当にありがとうございました。そして、これからもご支援、ご協力をよろし
くお願いします。

下の写真は、当日の様子のほんの一部です。また、右上の写真は団装飾用の看板です



２人の先輩から後輩にアドバイス！

８月２９日、本校の卒業生２人（高千穂高校の甲斐さん、高鍋
農業高校の土持さん）をお招きし、全校生徒を対象とした「卒業
生の声を聞く会」を開催しました。
２人とも３年前に本校を卒業した高校３年生です ２人には 後。 「

輩に伝えたいこと」をテーマに、中学生として身に付けておくべ
きこと、夢をもつことの大切さなど、進路を考える上で大変参考
になる話をしていただきました。２人に共通していたのは、目標
がはっきりしていること、その目標に向かって努力していること
でした。その姿勢はきっと後輩の心に響いたと思います。
ご家庭でも、ぜひ子どもさんに将来のことや今しなければなら

ないことなど、人生の先輩としての話をお願いします。

全校集会の話から ～～

９月２０日の全校集会で「情けは人の為ならず」ということわざの話をしました。
このことわざは 「情けをかけることは、結局はその人のためにならない」という意、

味だと誤解されることが多いのですが、本来は 「情けは人のためではなく、いずれは、
巡って自分に返ってくるのであるから、誰にでも親切にしておいた方がよい」という意

。 、 、 、味だそうです 人に親切にすると その人が別の人に親切にし また別の人に・・・と
広がりながら自分にも返ってくる、ということです。逆に人への悪口やいたずらも、い

、 。 、ずれは自分に返ってくる ということにもなります このことわざ本来の意味のように
岩戸中全体に「情け」の輪が広がってほしいという願いを込めて話をしました。

※変更になる場合もありますのでご承知おきください１０月の予定

１０月１日（土） 地区中体連秋季体育大会
(１日にバレー部、サッカー部が出場)

２日（日） 〃
４日（火） 高校説明会（２・３年の生徒・保護者対象）
８日（土） 地区中体連秋季陸上競技大会（陸上部が出場）

１２日（水） 中間テスト
１３日（木） 中間テスト
１４日（金） 遠足
１７日（月） 青少年芸術劇場（９：３０～１０：４０ 演劇）
１８日（火） 振替休業日（２２日を登校日とするため）
１９日（水） 学校関係者評価委員会・地域連絡協議会
２０日（木） 地区中体連駅伝競走大会（陸上部を中心に出場)
２３日（日） 文化祭
２４日（月） 振替休業日（２３日が文化祭のため）
２７日（木） 第３回実力テスト（３年）
２８日（金） 〃

（ ） （ ） 。 、※ １０月１７日 月 から２３日 日 はオープンスクール週間です この期間は
どの時間でも子どもたちの様子を参観できますので、保護者の皆様はもちろん、地
域の方々も自由に学校にお越しください。お待ちしています。


